
 

 

 

高齢者介護施設において、入居者を感染症から守りQOLの向上につながるケアの提供

を促進することを目的とし、感染症対策に関する最新の動向や知見を踏まえて「高齢者介

護施設における感染対策マニュアル」の改訂を行いました。 

 

 
 

１．構成の整理・再編  

⚫ マニュアルを施設の介護職員等が積極的に活用し、衛生知識が向上するよう、実用
性に留意して全体構成を整理・再編しました。 

⚫ 感染対策に関する基本的な知識を踏まえた上で、施設の感染管理体制を整備し、平
時から感染対策を着実に実践できるよう、「感染対策の基礎知識」や「高齢者介護

施設における感染管理体制」の項目を整理しました。 

⚫ 「個別の感染対策」について、旧マニュアルでは感染経路別に感染症をまとめて記
載していましたが、個別の感染症の記載箇所が検索しやすくなるよう、感染症名を

列記しました。 

 

２．記載内容の充実、追加 

⚫ 高齢者介護施設は生活の場であり病院とは異なることに配慮し、近年の高齢者介護
施設における感染対策に関する知見を踏まえて、感染症の症状や予防、感染拡大防

止策等に関る記載の充実を図りました。 

⚫ レジオネラ症の発生予防のため、加湿器の管理に関する記載を「３．高齢者介護施
設における感染管理体制 ５）施設内の衛生管理 （２）施設内の清掃」と、

「５．個別の感染対策 １）個別の感染症の特徴・感染予防・発生時の対応 

（６）レジオネラ症（レジオネラ属菌）」に追加しました。 

⚫ 経管栄養や胃ろうからの注入時に使用するチューブや経管栄養剤の管理に関する記
載を「３．高齢者介護施設における感染管理体制 ８）介護・看護ケアと感染対策 

（７）医療処置」に追加しました。 

 

３．個別の感染対策の内容の修正 

⚫ 薬剤耐性菌について、より適切な対応ができるように全体を見直しました。特に、
薬剤耐性菌の保菌者への対応についての記載を修正しました。 

 

４．本文や参照資料・付録等に掲載する法令・通知等の更新・追加 

⚫ 関係法令等の改正に伴い、マニュアルの本文や参照資料・付録等に記載する情報を
現時点で最新のものに改めました。 
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